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論文内容の要旨

(目的)

近年織田らによって実験動物化されたSuncus murinus (リュウキュウジャコウネズミ)は雌雄とも両

側腹部にジャコウ腺(多数の皮脂腺より成る)を有している。このジャコウ腺は去勢により縮小し，テ

ストステロン投与により回復する乙とから，その発育は性ホ jレモン依存性と考えられる。さらに高齢の

雄Suncusでは毛包脂腺系腫蕩の自然発生が高率に見られることが報告されている。筆者は男性ホ lレモン

依存性腫蕩の新しい実験モデlレを確立するために，この腫蕩をヌードマウス l乙継代維持し，そのホ Jレモ

ン依存性および男性ホルモンレセプターにつき検討した。

(方法と成績)

始めに正常雄Suncusのジャコウ腺の男性ホ jレモンレセプターの有無につき検討した。去勢した雄Suncus

I乙(3HJ テストステロンを投与し 1 時間後に，核と細胞質分画に分けSephadexG-25でmacromole-:

cule と結合したステロイドを調べるといずれの分画でもダイハイドロテストステロンが主たるステロイ

ドであった。またジャコウ腺細胞質分画を用い， in vitroでいHJ -R  1881 と反応させ， Scatchard 

analysis ~とより分析したところ， Ko 二 6.2 X 10-10 M, Bmax=22fmoles/mg of proteinの結合か認め

られた。さらに庶糖密度勾配遠心法で分析すると 7 S 付近にピークを認めた。またステロイド特異性に

ついて検討した所， 10倍量の R 1881 ，ダイハイドロテストステロン，テストステロン存在下で (3HJ

R 1881 との結合は著明に減少したがフ。ロゲステロン，コーチゾー jレ，エストラジオー jレでtは殆ど変化

がなかった。以上の結果は従来より報告されている前立腺等の男性ホルモンレセプターの性格と一致す

るものであり，ジャコウ腺には男性ホルモンレセプターが存在し，その発育はレセプターを介して調節

F
h
d
 

F
h
U
 

4
l
i
 



されると考えられた。

次l乙， 18ヶ月齢の雄Suncusジャコウ腺上に腫蕩の発生を認めたので一部をBALB/C系雄ヌードマウ

スに移植した。約 2 週間後より腫虜の増殖を認め 1 ヶ月半后には，最大径で15-20mmK達したため継

代移植し， 3 代目より雌ヌードマウスにも移植した。雄へは90%以上が生着したが，雌，去勢した雄に

は生着しなかった。(註:その後の継代では雌にも20%位生着している。副論文Cancer Res. V oL 44, 

No 12, 1984)。組織学的にはジャコウネズミに発生したもとの腫虜と同様比較的よく分化した毛包脂腺

系腫虜の像を示した。移植継代された腫蕩の細胞質分画にも正常ジャコウ腺と同様に男性ホノレモンレセ

プターが認められ， Ko = 7.8 x lQ- lO M, Bmax= 100 fmoles/mg proteinであった。庶糖密度勾配遠心

法では 9 S 1<: ピークを認めた。

(総括)

1. Suncusのジャコウ腺の細胞質分画にアンドロゲンレセプターを認めた。アンドロゲンによるジャコ

ウ腺の発育の促進はレセプターを介して発現されると考えられる。

2. 高齢雄Suncusのジャコウ腺に自然発生した毛包脂腺系腫虜は雄ヌードマウスにのみ移植継代可能で

あり男性モjレモン依存性を示す。

3. 移植継代された腫蕩は Ko が約 0.8nM，庶糖密度勾配で 9 S'乙ピークを有する男性ホ jレモンレセプ

ターを持ち，その増殖はレセプターを介して調節されると考えられる。

以上，雄Suncusのジャコウ腺に自然発生した毛包脂腺系腫虜は ヌードマウスに移植継代後も男性ホ

jレモン依存性を保持している。乙の腫虜は男性ホルモン依存性腫傷の新しいモデルとして有用であると

思われる。

論文の審査結果の要旨

本研究はリュウキュウジャコウネズミのジャコウ腺について

1 )腺細胞における男性ホ jレモンレセプターの存在とその性状。

2) 阿部に自然発生した腫蕩をヌードマウスに継代移植が可能である。

3) 同腫虜は男性ホ jレモン依存性であり，継代移植後も組織学的ならびにホルモンレセプターの性状に

変化がみられない乙と。

等を明らかにした。男性ホノレモン依存性腫虜の研究モデノレとして価値ある研究と思われる。
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